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:人
-口

權

成s

け
る
邀
本
的
問
題
は
人
口
の
s

別
と
性
別
の
二
つ
.で
あ
る
。
蓋
し
こ
.の
兩
者
は
相
俟
つ
て
第
二
に

は

人

口

增
加
率 

を
決
定
し
：第11

に
は
そ
の
社
會
の
習
俗
及
！

6

種
'々
の
組
織
を
決
定
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
年
齡
の
問
題
は
暫
く
措
く
と
し
：て
、
■單 

に
體
性
の
問
題
を
考
察
す
る
に
'、
，極
め
て
常
購
に
は一

，國
人
P
は
必
ず
略
々
' 同
數Q

男
女
か
ら
成
.る
と
考
.へ
ら
れ
て
ゐ
'る
o
.斯
か
る 

考
べ
士
は
人
口
統
S

轅

.
し
な
か
つ
た
時
代
に
於
て
も
存
按
し
た
が
、
'そ
の
場
合
に
は
單
に
漠
然
'と
し
た
觀
察
か

、
：

乃

至

は

就

中

舊

 

く
力
ら
行
は
れ
る
一
夫一

婦Q

制
度
の
'論
理
的
結
論
と
し
て
既
認
さ
れ
た
に
過

ぜ

な
K

故
に
例
へ
ば
一
夫
多
議
度
の
'行
は
れ
た
社 

.
で

ぼ

一

般
に
男
に
恶
す
る
女
の
過
剩
が
斯
か
る
制
度
を
必
，然
な
ら
し
.め
た
と
い
ふ
考
へ
方
も
生
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ふ
造
も
な
く

:

合

l
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の
三
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簡
；
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3
六
ー
.一)

.

.

.
' 

....!/
:「

•&
の
制
度
は
、
.事
實
女
の
過
剩
か
一
ら
發
坐
.し
た
こ
と
'̂
あ
.り
得
る
が
、
同
時
に
單
に
男
の
社
會
的
虛
榮
心
か
ら
生
れ
：た
こ
と
も
あ
り
得

•
 

•
 

■
 

- 

* 

.'•
-

よ
ぅ
。
何
れ
に
せ
よ
、
人
.ロ
の
體
性
鞲
成
は
先
驗
的
に
は
一K

々
し
徵
な
い
性
質
の
も
の
で
、/
偏
へ
'に
統
計
的
観
察
に
依
ら
ざ
る
を
得
な 

い
所
以
で
あ
る
。

.
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V
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•
 
•

 

•

與
女
數
が
略
.々
等
し
い
と
い
.
<常
識
的
考
へ
.方
は
、
大
雜
把
に
な
ら
ば
確
か
.に
銃
計
的
に
も
是
認
さ
れ
る
。
'併
し
そ
れ
.は
ど
こ
ま
で 

も
大
雜
把
に
で
あ
つ
て
、
多
少
と
も
靜
細
に
こ
れ
に
立
ち
入
れ
ば
、
可
成
り
著
，し
い
不
均
衡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
0
即

ち

出

生

，の

.
 

-
 

*
 

I
 

.
 
.
;
. 

-...

性
比
、
各
年
齡
階
級
に
於
け
る
性
比
、
總
人
口
の

性
比
、I

國

各

地

點

.の
人
口
の

性
比
、
'及
び
興
る

國
々
に
於
け
る
こ
れ
ら
相
互
の
相 

键
な
ぞ
こ
れ
で
あ
っ
て
、
そ
の
各
々
が
特
別
の
.統
計
的
硏
究
.に
値
す
る
の
ヤ
あ
る
0

.
.
.

性
比
に
關
す
る
銃
社
的
硏
究
は
殆
ど
人
口
統
計
.

Q
誕
生
と
共
に
行
は
れ
始
め
た
。
即
ち
十
七
世
紀
英
國
に
政
治
算
術
學
派
'

Q

成
立
し
、

. 

'
 

.

主
と
し
て
人
口
現
象
の
數
字
的
硏
究
を
事
と
す
る
や
、
性
の
不
均
衡
と
そ
の
法
肌
性
は
忽
ち
人
の
注
目
を
惹
き
-
特
に
ジ
ョ
ン

•
グ

ラ

.

,
 

•
 

、.
 

.
 

•„
 

•
. 

.

.

.

ン
ト
-(John 

Graunt, 

J
6
2
0

丨
 7

4

 
ン
は
そ
ひ
不
朽
/3
名

蓉

2
3
,
1
:
1
1

ロ
1 and 

Political 

o

a*sel;vations 

Mentioned in a following

Index, 

add 

m
a
d
e

 u
p
o
n

 tiie 

wills bf 

Mortality, 

with reference to 

ttr
e G

o
v
e
m
m
e
n
v
^
e
l
i
g
i
o
n
;

 

Trade, 

Growth,

,
 

.

tit

Air, 

Diseases 

s
d the 

Several c
h
a

tj.ges of the said City, 

166
2

 

に
於
て
、
男
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女
よ
り
も
多
く
坐
れ
、
ロ 
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ド
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に
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て

.
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は
そ
の
比
は
嗒
々
一
四
對
一
三
な
る
こ
と
、
男
は
女
よ
り
も
#
く
死
亡
す
る
こ
と
、
及
び
全
體
に
於
て
男
は
女
よ
り
も
多
い
こ
と
を
指

- 

,
• 

•

摘
し
た
の
で
あ
.る
。
併
し
こ
の
命
題
を
遙
か
.に
深
く
掘
り
下
げ
た
の
：は
ジ

H
1
ス
ミ
ル
ヒ(Johapn Peter^ssmilcK, 

1707-1767) 

t?
、
^
o
D
i
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g

OIttliche 
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u
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3*den Verinderungen des menschlichen Geschlechts, 

aus 

der G
e
b
u

-Nts, 

de 
日 T

o
d
e

I

 

f
 

?

ミ t
p
s
a
n
z
g
g

 

d
e
s
s
e
l
b
e
n

 

er.wiesen, 

1
7
4
1

は
特
に
第
二 
十
窣
を 

く 
§
 

く or
t
r
e
a
i
&
e
n

 
O
r
d
n
u
n
g

 

i
n

a
e
r ’

. 

:
 

.
 

•
 

s
r
t
p
a
a
n
z
l
m
j

 beyder Geschlechter

と
題
し
、
五
十
頁
に
亙
つ
て
詳
細
な
硏
究
を
試
み
て
か
る
。
彼
は
女
兒
ニ
〇
〇
に
.つ
き
舆
兒

は
四
人
乃
至
五
人
、
稀
に
は
三
人
又
は
六
人
-
ょ
り
稀
に
は
七
人
乃
至
八
人
多
，く
坐
れ
る
が
、
五
人
多
く
坐
れ
る
の
が「

最
も
普
通
に 

し
て
最
も
频
り
で
あ
る」

と
論
じ
，吏
に
出
生
後
、に
於
け
る
男
兒
の
高
死
亡
率
に
ょ
つ
て
、
結
婚
年
齡
に
於
て
は
兩
性
の
比
は
略
.々
等
し 

く
な
る
こ
と
を
立
證
し
た
。
彼
は
こ
れ
を
以
て
一
夫
多
妻
0
?0}7
的
|

^simultsea)

を
禁
止
心
ん
と
す
る
天
意
の
顯
rt
と
觀
じ
、J

4 

.

.夫
一
婦
制
度Q

合
理
性
を
歸
結
し
て
ゐ
る
。
狗
に
彼
に
於
.て
は
厳
格
な
科
學
的
精
神
と
超
自
然
的
信
仰
と
が
到
る
と
こ
ろ
に
錯
綜
し
、

1

秫
異
機
な
霧
圍
氣
を
釀
し
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
併
1
性
に
關
す
る
種
々
.の
神
秘
は
5
ま
な
ほ
未
解
決
の
問
題
で
*
.
ー
一
百
年
後
の 

今
日
*
銃
訛
的
，硏
究
は
著
し
く
促
進
さ
れ
乍
ら
、
そ
の
說
明
に
.つ
い
て
.は
充
分
吾
人
を
納
得
せ
し
め
る
も
の
は
な
い
。

.人
口
の
性
比
は
銃
計
的
に
の
み
把
握
し
得
ら
れ
る
も
^,
で
あ
る
か
ら
、
M
確
な
人
口
統
計
の
存
，在
し
な
い
國
に
就
て
は
何
等
の
言
を 

爲
し
難
い
°
故
に
い
ま
な
ほ
倩
憑
す
る
に
足
る
人
ロ
調
密
.の
行
は
れ
な
い
'國
々
の
多
い
現
狀
の
下
で
は
、
世
界
人
ロ
の
性
比
は
勿
論
不 

明
で
あ
る
。
旣
に
カ
ア
ル

•

ブ

ッ

ヒ
ャ
ー
以
來
，
こ
れ
を
數
字
的
に
示
さ
ん
と
す
る
試
み
は
5
ー
荇
は
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
無
益 

の
讀
で
あ
ら
ぅ
。
ブ

ユ
ツ
ヒ
ャ
ー
に
從
へ
'ば
、

ー
ス
九
1
一
年
敗一

〇
〇
〇
に
つ
き
女
は
歐
洲
で
は 
一
Q
 
s

.

T
メ
リ
力
九
七
三
、
ア

ジ
ア
九
.五
八
、：
ア
フ
リ
カ
九
六
八
.
.*
濠
洲
八
五
ニ
、
世
界
全
體
で
は
九
八
八
で
あ
る
。
こ
の
.ぅ
ち
多
少
と
も
信
を
置
く
に
足
る
も
の
が

. 

> 

*.

f
洲
の
數
字
の
み
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
眼
に
も
明
か
で
あ
fe
>
'ぅ
。
出
生
の
性
比
は
圯
確
な
戶
籍
法
を
、

一

國
人
口
全
體
の
性
比
は
國
勢

調
廣
を
前
提
と
し
て
の
み
5

し
'得
る
か
ら
、
論
じ
得
る
國
々
の
數
は
比
較
的
に
限
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
い
ま

一
國
人
口 q

性
比

.
/ 

• 

- 

• 

. 

•
"
' 

. 

-

.

.

人
口
性
比
.のH;

形
態
" 

.

ノ 

与

(

四
六
三)

-
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比
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：三
形
^

';: 

-

•

.

い
:
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四

■(

四
六
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.

を
見
る
に
、
三
っ
の
範
疇
に
分
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
.第

1
は
男
女
略
々
等
1
い
國
で
、'
我

國

の

內

地

人

ロ

は

こ

れ

に

屬

し

"

第
一
一
は

■

+

.

.

.

-

 

'■ 

- 

S 

'

著
し
い
女
子
超
過
國
で
、
歐
洲
諸
國
は
大
部
分
こ
れ
に
^
ま
れ
、
第
三
は
著
し
い
男
子
超
過
國
で
、
支
那
•
印
度
を
は
じ
め
大
部
分
の
未

開
國
及
び
植
民
地
は
ご
れ
で
あ
る
。
：そ
し
て
以
下
こ
の
三
形
態
の
代
表
國
と
し
て
.(
1)

日
本
、
(2
)
獨
逸
及
び
佛
蘭
西
、
(3
)
支
那
を
採
り
、

,

.
 

,

そ
の
职
態
と
そ
れ
に
伴
ふ
若
干
の
問
題
を
論
じ
て
見
た
い
。 

,

‘

;

/

.
第1

形

態

..

..

 

,

.

.

■

,

 

■

:昭
和
+
年
の
國
勢
調
赉R

よ
れ
ば•

我
國
の
內
地
人
口
は
男
三
四
、
七
三
四
、

二
ニ
三
、
女
3
四
、
五
ニ
〇
、
〇

一
五
で
、
與
の
超

過
は
ニ
十
一
萬
强
に
過
ぎ
ず
、
比
率
で
言
へ
ば
女
100

に
つ
き
一
〇
9

六
'に
止
ま
る
。
即
ち
男
女
人
口
は
略
々
均
衡
を
保
っ
て
ゐ
る

■ 

.

.

.

.

,

 

,

 

»

士
言
つ
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
こ
の
形
態
は
同
時
に
最
も
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
。
併
し
そ
の
理

E1
1
は
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
流
の
目 

的
論
的
理
念
か
ら
で
は
な
く
、實
に
男
*'
に
於
け
る
出
坐
及
，び
死
亡
の
相
違
と
い
ふ
事
實
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
.言
に
し
て
い
へ
ば
• 

人
間
に
於
て
は
一
般
に
男
は
女
よ
り
も
多
く
坐
れ
る
が
、
同
時
に
.多
く
死
ぬ
の
が
原
則
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
そ
の
間
に
特
別
の
事
情
の 

介
人
し
來
ら
ぬ
.限
ヶ
、
總
人
口
に
於
け
る
男
女
數
を
均
し
か
ら
し
め
る
傾
き
が
あ
る
の
で
あ
.る
。
，こ
の
事
は
必
ず
し
も
一
切
の
生
物
に 

っ
い
で
®
當
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
蜜
蜂
に
於
て
は
雌
雄
の
著
し
い
不
均
衡
は
、
そ
の
特
殊
な
繁
殖
狀
態
か
ら
M
て
最
も
當
然

* 

. 

.

. 

!

の
こ
と
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
人
間
に
於
て
は
事
情
は
異
る
.。
.即
ち
昭
和
十
三
年
の
我
國
內
地
の
出
生
は
男
九
九
〇
.：
八
八
八
、
女
九
三
七
、

\ 

' 

* 

•

■西
三
三
で
、
差
引
き
舆
は
女
よ
り
も
五
三
、
四
五
五
多
く
坐
れ
た
が
、
同
時
に
死
亡
は
男
六
五
ニ
、
九
三
六
、
女
六
〇
六
、
八
六
九
で
、

■

 
.

 

^

 

.

.
1

 

' 

■ 

.

差
引
ぎ
男
は
女
よ
り
も
四
六
、
〇
六
七
多
く
死
ん
だ
か
ら
、
結
局
金
體
で
は
男
は
女
よ
り
も
僅
か
に
七
、
三
八
八
だ
け
多
く
殖
え
た
に
過

■
.■
■
:
.一...-.'

 

■
 

•

.

; 

■
 

•
 

* 

..-、
，：

.

-
 

:

/ 

ぎ

，な

い

。

而

も

こ

れ

は

必

ず

し

も

例

年

然

る

の

：で

は

な

い

の
で
あ
つ
て
、
例
へ
.ば
昭

和

九

年

に

は

出

.生

は

男

一

、
〇
四
ー一、

is

ハ
、
.
女 

/
';
■
■.
.
.

 

:

一
、〇
Q

1、
〇
四
七
で
、
扔
は
女
ょ
り
も
四
—-
.
、
六
八
九
多
<
生
れ
た
が
'-
:
'死
亡
は
男
六
三
九
.'
〇
九
八
、
女

3£
九
五
、
五
0
七
で
、
男 

i 
■
., 

は
女
ょ
り
も
四
三
、
〇
.九

，
一

多

く

死

ん

だ

か

ら

、

差

引

き

.一
、
四
〇
ニ
だ
け
女
の
方
が
^*
計
に
殖
え
た
こ
と
に
な
る
。
斯
か
る
事
情
の
下

y'.. 

V 

、
-

:
 

に
於
.て
は
こ
れ
ら
を
平
均
す
れ
ば
男
の
增
加
と
女
の
增
加
と
は
大
體
均
し
く
な
る
、
換
言
す
れ
ば
.總
入
ロ
に
於
け
る
男
女
數
は
略
々
均

I.-

.

.

.
'

 

-
 

I
 

.
 

■
 

-
 

■
 

• 

■
 

.
 

. 

.

.

.

一；： 

.

し
か
る
べ
き
だ
と
言
つ
.て
差
支
へ
な
い
の
で
あ
0
て
、
我
.國
內
地
人
ロ
を
性
比
.の
點
.か
ら
合
理
的
人
ロ
と
い
ひ
得
る
の
は
こ
の
爲
で
あ

"
. 

' 

.

.

.

. 

*
K

 

.

. 

る 

o 

, 

- 

' 

.

. 

* 

:

:

て 

.

.

.

1-,
!

併
し
こ
れ
は
單
に
出
生
と
死
亡
の
み
を
問
題
と
し
た
場
合
で
、.
も
し
と
れ
に
人
口
め
社
會
的
動
態
ノ
即
ち
移
住
來
住
を
考
慮
に
人
れ

.I,

.

.

. 

-

.

.

' 

-

:

.

-
 

•
 

I..- 

■- 

-

i

 

'

る
な
ら
ぼ
、
現
I

持

さ

れ

て

ゐ

る

均

哪

も

必

ず

し

も

合

漆

い

こ

I

l

k

は
.
I
か

1

肚
會
的
動
5

主

「

. 

.と
し
て
.男
に
激
し
い
か
ら
.で
、
從
つ
て
移
住
と
來
住
ど
が
略
々
均
し
：い
場
合
を
險
け
ば
、1

國
人
口
の
性
比
.は
：不
均
衡
と
な
る
の
が
當

i 

然
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
內
地
<
ロ
に
つ
い
て
見
.る
'忙
、
.在
住
の
外
地
人
と
外
國
人
は
合
せ
て
約
31
;

十
萬
人
で
、
こ
れ
に
對
し
て
內
地

.

.

.

.
, 

.

,
.

.

.•
-
 

.

.

. 

. 

.

. 

.
 

マ
 

.

人
に
し
て
外
地
及
び
外
國
に
.在
住
す
る
も
の
は
約
二
百
五
.十
萬
人
で
あ
る
。
即
ち
差
引
.き
約
二
百
萬
を
失
つ
て
ゐ
る
わ
げ
で
あ
る
が
，

1
. 

こ
れ
は
決
し
.て
與
女
共
に
百
萬
人
づ
つ
.で
は
な
い
。
昭
和
十
年
度
の
外
地
茬
估
內
地
人
は
男
八
十
六
萬
、
女
七
十
六
.萬
で
、
男

は

約

十
,

V
i
:
:
.

 

、 

. - 

. 

>
•'
*

*

.
1

''.
'
. 

.萬
多
く
、
ま
た
昭
和
十
三
年
度
の
外
國
在
住
者
は
男
五
十
九
萬
、
女

因

士

髮

で
、
こ
れ
亦

男
が
.十
三
萬

も
多
い
。
即
ち
合
計
す
れ
ば

'

..て

.

/: 

, 

/■
 

■
 

. 

.

.

.

. 

,

F 

.
 

/約
ニ
.十
.ニ

萬

だ

け

男

が

多

い

1こ
と
に
な
る
。1

方

內

地

往

•住

の

外

地

人

及

.び
外
國
人
の
.約
三

分

ニ

は

男

と

認

'め

ら

れ

る

か

ら

、

こ
，
の
方

* 

I
- 

.

. 

. 

, 

. 

-

面
の
與
の
超
過
は
約
十
ニ
三
萬
に
達
し
.ょ
ぅ
。
.然
ら
ば
こ
れ
を
±
記
の
.ニ
.十

三

萬

か

ら

差

引

い

た

約

十

萬

が

內

地

人

ロ

か

ら

先

ば

れ

た

,

.

T

•
 

.
 

« 

.•

/

'
人
ロ
性
比
の」

1
1形
媸
'

.
,

,

. 

沍

パ

(

既
六
芄)
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合
性
比
の1

1
1

形
：態

.

：

：

.
 

: 

I 

,

六

&

六
六)

.人
ロ
.に
於
、け
る
男
の
超
過
數
み
認
め
ら
れ
る
？
こ
れ
を
內
.地
.の
男
'の
.超
過
數
ニ
十I

萬
に
加
へ
れ
ば
、
合
計
三
.十

萬

强

士

な

、る

の

で

，
あ

：

つ
て
、
こ
れ
加
ら
5|
箅
す
れ
ば
.
性
比
ゅ「

〇
0
對
一
〇
〇
*六
か
ら
、

1
〇
〇
對
ー
〇
〇
•九
に
上
る
。
乍
併
、
こ
の
比
率
を
以
て
し 

.

て
も
內
地
人
W

が

太

體

に

.於

て

性

比

の

均

衡

を

保

つ

て
ゐ
.る
?:
.
と
は
.明
か
で
；あ
る
0

唯
だ
今
次
の
事
變
に
よ
る
男
チ
の
損
傷
と
、
.目
下

進
行
电
の
大
規
.模
0

滿
蒙
移
域
を
考
慮
に
人
れ
、
ば
、
：近
い
將
來
に
於
て
男
子
の
.
超
過
は
恐
ら
<

反
對
に
.

即
ち
女
子
の
超
過
に
變
る
.
■

■
 

..
 

.

‘
で
あ
ら
う
0
：但
し
戰
爭
の
末
期
か
ら
戰
後
に
か
け
て
特
に
顯
著
な
與
兒
出
坐
の
起
る
と
い
ふ
事
實
は
、
少
か
ら
ず
右
の
I

,n
3
を
相
殺
す

-
- 

-
 

,
 

.

る
か
ら
、
女
子
の
超
過
は
I

た
と
へ
起
つ
た
と
こ
ろ
で一

一
恐
ら
く
極
め
て
.微
弱
に
終
る
で
あ
ら
う
。

' 

: 

- 

-
- 

'

■

併
し
右
に
述
べ
た
內
地
人
口
の
性
比
の
均
衡
な
る
も
の
は
、
單
に
總
人
口
に
つ
い
て
^
あ
'つ
て
、

一
度
こ
れ
を
地
或
的
に
ま
た
年
齡

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

別
に
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ.

に
可
成
れ
著
し
い
不
均
衡
が
認
め
ら
れ

^

の
で
> .

る
。
先
づ
.地
域
的
に
は
太
锨
會
及
び
そ
の
所
在
府
縣
に
男 

子
超
過
が
著
し
い
。
昭
和
十
苹
度
取
京
府
ー
〇
九

•

三
、
大
阪
府一

〇
九

.

一
、
神
奈
川
縣.

ー0

七
*

1

、
を
は
じ
め
と
し
て
合
訐
十
府
縣

.

は
全
：國
平
均(

一.
O

O

H

O
以
上
で
あ
る
。
•そ
の

外

に

植

段

地

的

な

.北

海

道

が

 

一
o
八
■ 
■一
 

の
高
率
を
示
し
て
ゐ
る
ご
と
も
不
思
議
は
な
.

V 

. 

' 

' 

.

い
で
あ
I

。
他
の
縣
は
何
れ
も
全
國
平
均
以
下
で
.、
就
.中
沖
繩
縣
の
九
0'
*四
、
富
山
縣
の
九
三
，
三
、佐
毀
縣
の
九
四
•
ニ
は
最
も
低 

い
。
取
北
地
方
は
概
し
て
低
く
、
平
均
以
上
な
の
は
宮
城
縣
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
農
村
人
ロ
の
都
會
流
入
</
>
結
果
で
、
斯 

か
る
人
口
移
動
に
於
て
も
*
移
往
と
同
じ
く
*
女
よ
り
も
男
が
よ
り
激
し
い
の
は
言4

迄
も

.

な
い
。
東
京
市
の
n
本
橋
區
、
大
阪
市
»

來
區
等
に
於
て
は
一
四
〇
以
上
で
、
就
中
麹
町
區
の
.
晝
間
人
ロ
に
於
て
は
實
に
1

ニ0

〇
に
達
し
て
ゐ
る
°

大
都
會
は
例
外
な
く
畀
子
超
過
で
あ
る
が
、
屮
都
會
に
‘於
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
人
口
十
萬
以
上
の
都
市
は
全
國
で
三
十

'
•
. 

..
 

.

.

.

.
 

.
 

-
 

.
 

.

1

I

!

丨

I

P
ii

%

四
あ
る
が
ハ
昭
和
十
年
度〕

、
そ
の
ぅ
ち
福
岡
、
札
赐
、
熊
本
、
鹿
兒
島
、
和
歌
山
、
.
'岡
山

、

金

澤

、

豐

橋

、
新

潟

、
，
濱

松

、

岐

阜

、

高
、 

知
の
十
二
市
で
は
女
子
の
方
が
多
い
。 

' 

.

次
に
內
地
人
口
の
年
齡
別
性
比
を
見
る
に
、
五
十
歲
以
下
は
各
歳
と
も
殆
ど
例
外
な
く
男
子
超
過
で•

五
十
歲
以
上
は
全
く
例
外
な

- 

' V 

.

.

.
 

-

く
女
子
超
過
と
な
り
、
こ
れ
は
年
齡
が
高
ま
る
に
連
れ
て
甚
だ
し
く
な
っ
て
ゐ
る
o
即
ち
九
〇
歳
以
上
で
は
男
一
〇
o
に
っ
き
女
二
八 

ニ
で
、
殆
ど
三
倍
に
近
い
。
併
し
斯
か
る
高
齡
者
は
單
に
そ
の
數
の
少
い
'
©み
か
、
坐
理
的
及
び
社
會
的
活
動
も
微
弱
で
あ
る
か
ら
、 

そ
の
著
し
い
性
此
の
不
均
衡
も
格
別
問
題
に
は
な
ら
な
い
。一

ニ

.丨
三
〇
歳
階
級
は
男
五
、
五
五一

、
五
〇
九
人
、
女
五
、
四
三
九
、
开
〇 

1

人
で
.、
男
子
の
超
過
一1

1.

一、
〇
〇
八
人
、
兩
者
の
.比
は
ー
〇
こ
*〇
五
對
一
〇
〇
と
な
る
。
併
し
結
婚
に
於
て
は
男
女
間
に
相
當
の 

年
齢
差
が
あ
る
か
ら
、
假
り
に
女
に
っ
い
て
は
一
九
丨
|
.ー
五
歲
、
男

に

つ

い

で

は

ー

I

五
丨
三
一
歲
の
各
七
年
間
を
と
つ
て
計
算
す
れ
ば
、
 

欠
四
、
ニ
三
0
、
九
九
八
人
、
男
三
、
六
〇
九
、
七
.八
七
人
と
な
り
、
反
對
に
女
子
超
過
六
三
一
、一

ニ
一 

人
、
兩
者
の
此
は
男
1
〇
〇
に
っ 

き
女一

一
七
•ニ
と
な
る
。

一

般
に
性
比
の
問
題
に
於
て
結
婚
の
年
齡
差
は
動
々
-も
す
る
と
閑
却
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、實
は
こ
れ
が
最 

も
重
'要
な
.問
題
.な
の
で
あ
っ
.て
、
從
っ
て
我
國
は
表
面
的
に
は
男
子
超
過
で
あ
っ
セ
も

、

如

上

の

見

地

か

-ら

は

寧

ろ

反

對

に

女

子

超

過 

が

結

論

さ

れ

る

か

も

知

れ

な

い

。

.:
•

へ

.

.
第

ニ

形

儺

 

•

織
人
口
に
於
て
男
子
ょ
り
も
女
子
の
多
い
の
は
歐
洲
、
就
中
そ
の
西
北
部
の
國
々
、
例
へ
ば
英
、
獨
'
怫
V
瑞
典
、
諸
威
、
和
蘭
等 

.で
あ
る
。

一
九
！
a
年
の
荚
•
獨
、
，怫

の

そ

れ

ぐ

$
性
比
は
男
ー
:0
0
に
っ
き
.1

〇
九
-
五
、

一
一
〇

•
〇

•

一 

.一 

〇
•八
で
あ
っ
た
。 

人
口
性
；比
の
三
形
態

 

，

七

s

^

s



.

人
.ロ
性
此.の
1
!
1
形

餞
' 

.

. 

八

:(

s
ハ
八)

併
し
一
さ
一
〇
年
は
第
.

1

次
歐
洲
大
戰
の
直
後
に
當
り
、
從

.
0
.
:
て
異
常
な
女
子
超
過
：が
戰
爭
に
ょ
ネ
莫
大
な
男
子
の
.喪
失
'に
莪
く
?:
と

は
言
ふ
迄
も
な
い
。
戰
沒
者
は
獨
逸
約 
一
二
百
萬
、
佛
蘭
西
百
五
'ナ
^
と
#
せ
ら
れ
る
か
ら
、
兩
國
と
も
略
々
同
數
の
女
子
は
過
剩
と
な

■ 

/ 
.
 
.
 

,
 

* 

.

っ
た
わ
け
で
、
戰
後
に
何
れ
も
約r

p

の
女
子
超
過
を
示
す
に
至
.，っ
た
の
.で
あ

る

.。

併

し

こ

れ

ら

の

國

に

於

け

る

女

子

超

過

は

戰

爭

に 

ょ
っ
て
の.み
齎
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
.い
。
旣
に
戰
前
に
於
て
可
成
り
の
女
子
超
過
を
來
し
て
ゐ
た
の
が
、
單
に
戰
爭
に
ょ
っ
て
一
層 

顯
著
と
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち一
九
一 

'〇
年
に
は
英
ノ
獨
、
«;
の
姓
此
は
一
o
六
•九
-
1

0ニ 

•六
及
び
.一
〇
コ
> 
五
を
示
し
て
ゐ

た
の
.で
あ
っ
て
、
獨
逸
の
如
き
は
そ
.の
1
1十
年
前
の
：
1八
九
〇
年
に
1
〇
四
0
高
率
を
示
し
て
ゐ
た
0
.兩
國
と
も
出
坐
性
比
は
他
國
と
.

.

._

_
-
-
-
-
-
- 
.
- 

• 

■ 

.

•.

同
様
男
兒
の
側
が
勝
っ
て
ゐ
.る
の
で
あ
っ
て
、
少
い
と
き
で
?)
'

1〇
〇
對一

〇
四
、 

多
い
と
き
は 
一
0
八
を
超
え
た
こ
と
す
ら
あ
る
。
ま
た
死
亡
は
*
こ
れ
亦
他
國
と

I 

. '

同
じ
く
、
概
し
て
.男
子
側
に
高
い
が
、
そ
れ
す
ら
诀
し
て
如
上
の
不
均
衡
を
齎
す 

.

.ほ
ど
の
も
の
で
，は
な
い
> 
素
ょ
.り
死
亡
銃
計
の
上
に
は
男
女
死
亡
寧
に
可
成
り
の 

• :
.

相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
例
へ
ば
獨
逸
に
っ
.い
て
は
左

表
の
如
く
そ
の
差
は
次
第
に 

:

縮
小
さ
れ
來
っ
，た
が
、
今
日
で
も
男
子
の
死
亡
率
は
高
く
、
就
，中
.舊
時
に
於
て
は

j.

.-
著
し
く
高
か
っ
た 

o
:
:
. 

. 

‘
:

.

: 

' 

-

-

I 

」

而
.も
こ
.の
男
女
死
亡
率
の
相
違
は
* 

.

1

部
は
次
の
事
情
か
ら
來
て
ゐ
る
の
で
あ 

I 

^
.パ
る
。
そ
れ
は
移
住
の
影
響
で
あ
っ
て
、
周
知
の
如
く
移
住
は
主
と
し
て
男
子
に
ょ

差

2 

,
8 

-
2 

.
9 

' 

6 

3

 

•00 

8 

9 

7 

5 

8

 

■
3 

.2.
2

2.
.
1.
.
I.
.

46

女 子  
死亡率

25.26
23.63
21.22
20.49
18.56.
16.74

1 4 ,

^  m 子
ノ、 死亡率

■18B7 28.77
1892 26.51
•1897 24,84
•1902 23.28
1907 20.12
1912 18.57

15.8：
9429

8 8 !

1893-
1898：
1903
1908*

92!
m

つ
て
1

ぞ
は
れ
る
が
.

こ
れ
ら
與
子
..は
大
部
分
は
靑
狀
年
僧
級
に
屬
し
、.
最
.も
死
亡
の
危
險
の
少
い
人
^

で
あ
る
。
故
に
大
規
瘼
の
淡
^

 

ヵ
行
は
れ
る
國
で
は
與
子
八
ロ
の
死
亡
率
は
自
ら
高
ま
る
の
で
，あ
つ
て
、
次
に
.記
す
が
如
き
戰
前
に
於
け
る
獨
逸
の
胚
盛
な
外
國
移

住
は
當
然
如
上
.の
結
果
を
齎
す
の
で
あ
る
o

.

:/.

パ 

' 

.

ぃ
■ 

■

.
 

.
 

.
 

-

い
ま
戰
前
の
獨
逸
_
の
移
住
の
推
移
を
見
る
に
、
次
表
の
示
す
が
如
く
、

一
 

八
八
ー
年
か
ち
八
五
年
に
至
る
五
年
間
が
最
も
盛
ん
で
、 

總

數

實

に<

土

ハ

萬

，

年

平

均

約

太

萬
1

し

た0

,

'

.

 

,

 

.

.

.

m

m

r

 

■
 

.

.
こ
れ
ら
移
f

M
の
.
性

比

は

約

三

對

ニ

乃

至

 
一0

一
 

と
推
定
さ
れ
る
か
ら
*
右

移民數 

394,814 
231.164 
857,287 
485.136 
402,567 
127,308 

0,1 0  

3, 5
140,54 
1H3,10, 
7{>,40! 
11,93：

五
年
間
の
み
で一

1

十
萬

乃
至
ー
ー
ー
十
萬
だ
け
多
く
.

Q

男
を
失
つ
た
こ
と
に
な
る
。 

こ
れ
は
咱
ら
國
內
^

ロ
の
性
比
^
影
響
^
與
へ
ね
ば
歇
ま
な
い
の
で
ぁ
っ
て
、 

獨
逸
に
於
け
る
戰
前
•の
女
子
超
過
は
大

部

分こ
れ
に
ょ
っ
て
說
明
さ
れ
る
で
ぁ 

ら
ぅ
。
.こ
の
こ
と
は
獨
逸
ょ
り
も
一
層
海
外
進
出
に
努
め
た
英
國
が
h
t)
>
著
し
'

期 間 . 

1871 -1876 
1876—1880 
1881- 1885 

.1886-1890  
1891-18S>6 
189G-1900 
1901—1905 
1966-1910  
1911-19L5 
1916—1920

— !■ JJ

い

女 
子 

超  
過 
を 
示 
し 
.て 
ゐ 
た 
と 
と 
K  
X
つ 
て

裏
書
含
さ
れ
る o
從
つ 
て 
こ 
の

方

,

r
に

餘

り

谓
©

し
.，
，な

い

.
妨

蘭

^

が
戰
前
殆
ど
男
女
..の
均
衡
を
保
つ
てゐ
た
こ
と
.も
亦
當
然
の
こ
と
で
あ
る
？

.

.
然
る
.に

.-
--"■
■
九

一
四
年
に
勃
發
し
た
前
阀
の
歐
洲
大
戰
は
、
上
述
の
如
き
莫
大
.な
與
子
ゎ
犠
牲
を
出
し
た
爲
め
に
、
こ
.れ
ら
參
戰
國
人 

ロ
の
性
比
は
根
本
か
ら一

變
し
て
了
っ
た
。
休
戰
ガ
時
•の
總
人
口
に
於
け
る
性
比
は
、
獨
佛
と
も
約
一
.割
の
女
子
超
過
と
な
っ
た
が
、 

こ
.か
を
印
齡
的
に
觀
察
す
る
と
き
は
、
一
層

©
不
均
衡
を
見
る
の
.で
あ
る
.0:

こ
れ
：は
戰
爭
犠
牲
者
が
主
；と
し
て
靑
批
本
階
級
な
る
爲
で
、

人
口
性
比
の 

|

耀

:

.
 

.
,
. 

ぐ

‘
'

.

:

.

.

.

.

.
■

丸

:
-

S

S
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人
ロ
性
比
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三
形
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'
.
. 

•• 

' 

ニ
〇

(

四
七0

〕
.：

試
か
に
-*
.九
.

5
苹
と
ニ
.五
年
の
獨
逸
也
年
人
ロ.を
見
れ
ば
、
左
表.0'
.示
す
が
如
く
：
三
〇
丄
ー
ー
五
歳 

:

衡
を
發
見
す
る
の
で.^
^

激
字
は
男
一
〇
〇
に
默
す
る
女
の
敷
を
示
す
.)

.

年

齡

階

級

.

..
 

'

1

九

1
0年

.
.
.
1

九
ニ
五
年
.

.ノ 

; 

11

五一

.
H
0 

:

:ー.〇
〇
，
ニ
'

■
:

. 

.I
I

五
•
一
'

.

三
〇—

三

五

.
，

: 

一0

〇
ニ 

V 

ニ
ー
六
6

 

.

■

證

丨

四

〇 

ー
〇
，9

三

、

':
• 

ニ
.
八
•
〇

■

.

四
〇—

四

五

■ 

ー
〇
ニ 
•
ニ

.

-

'

.
 
ニ

-
0•八 

程
度
に
多
少
の
差
は
あ
っ
て
も
、
同
一
現
象
は
他
の
參
戰
國
に
も
現
は
れ
、

一
擧
に
し
て
歐
，洲
に
夥
し
い
女
子
過
剩
を
來
し
た
の
で

4*

*

あ
る
。
こ
れ
は
結
婚
の
機
#
を
縮
少
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
坐
率
'の
ー
層
の
低
下
を
招
致
す
る
こ
と
に
’な
り
、
ま
た
性
道
徳
の
頹 

'廢
と
延
い
て
私
坐
子
の
激
增
を
來
し
、
A
ロ
學
上
及
び
風
敎
上
の
甶
々
し
い
.問
題
と
な
っ
た
。
更
に
こ
れ
に
よ
っ
て
女
子
の
經
濟
的
進 

出
が
促
.進
さ
れ
、
.戰
後
の
不
況
と
相
俟
っ
て
、
與
子
の
失
業
を
激
化
し
た
こ
と
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。

.

併
し
如
上
の
特
定
年
齡
僧
, M
に
於
け
，名
不
均
衡
の
影
響
は
*言
ふ
迄
も
な
く
時
の
經
過
と
共
に
簿
ら
い
で
ゆ
、く
性
質
の
も
の
で
あ
るO 

蓋

し

不

均

衡

階

級

.は

次

第

に

^
齡
が
加
っ
て
そ
の
數
ば
少
く
な
り
、
他
方
比
齩
的
均
衡
せ
る
浩
少
年
階
級
が
嗜
大
し
て
來
る
か
ら
で
あ 

る
。
r
く
て
例
，へ
ば
一
九
三
0
年
に
は
獨
逸
總
人
ロ
の
性
比
は
、
坍

1
0〇
に
っ
き
女
一
〇
五
*九
と
您
下
し
、
更
に
昨
年(

一
九
三
九 

年)

五
月
十
七
日
に
行
は
れ
た
國
勢
調
茶
の
速
報
に
よ
れ
ば
更
に
®
下
し
て
一
〇
五
•〇
と
な
っ
.て
ゐ
る
。
併
し
昨
年
秋
の
對
ポ
ー
ラ
ン 

ド
戰
及
び
そ
れ
に
續
く
對
英
佛
戰
は
、
漸
く
囘
復
し
た
胜
比
.を
ば
搏
び
擾
亂
せ
し
め
、女
子
の
著
し
い
超
過
を
招
く
、に
至
る
で
あ
ら
-ぅ
。
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口
性
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三
形
態
.
，

:

.

.

.

• 

• 

I
.

ニ
. 

■ 

@

七
5
 

.

唯
だ
注
意
す
べ
き
は
、
最
近
に
於
け
る
獨
逸
か
ら
、の
移
住
は
、
往
時
の
そ
れ
と
琿
つ
て
、
女
子
超
過
の
原
因
と
な
つ
て
居
ら
な
い
こ
と

.:.
 

/
-
I

で
あ
る
。
こ
れ
は
ナ
チ
ス
政
府
樹
立
後
の
移
往
は
殆
ど
大
部
分
猶
太
人
の
逃
遞
で
あ
/つ
そ

、

斯
か
る
場
合
に
は
寧
ろ
女
子
移
住
民
が
よ 

り
.多
い
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
.：ば
昨

年

第.

一

四
半
期
の
移
住
者
は
九
、六一

ー
九
名
か
、
そ
.の
九
割
に
當
る
八
、六If

九
名
は
猶
太
人
で
あ
つ 

た
。
そ
じ
て
右
移
斑
總
數
の
ぅ
ち
'
1叩
九
五
八
名
は
女
子
で
あ
る
か
ら
%-
要
す
る
に
女
子
移
住
者
は
與
子
移
住
者
よ
り
も
僅
か
乍
ら
多 

か
つ
_た
の
で
あ
る
。
猶
太
人
'の
逃
避
が
.特
に
庇
ん
と
な
つ
.た
の
は
1
九
三
七
年
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
以
後
の
移
住
は
獨
逸
人
ロ
の

'

 

U 

■

 

■

-

女
子
超
過
.に
は
影
響
を
與
ぺ
て
ゐ
な
い
と
い
つ
て
よ
か
ら
ぅ
。

第1

次
歐
洲
大
戰
後
の
怫
蘭
西
の
人
口
構
成
は
獨
逸
と
は
著
し
く
異
る
點
が
あ

.
る
。
そ
れ
は
同
國
が
俄
か
に
一
大
移
民
吸
收
國
と
化
し
た
^
め
で
、

一
般
の
移
民

• 

■ 

■ 

■

; 

. 

' 

\
 

. 

' 

. 

-

に
於
て
は
男
子
が
遙
か
に
多
い
た
.め
-
大
戰
に
生
じ
た
女
子
の
異
常
な
起
過
は
こ 

れ
に
よ
つ
-て
幾
分
緩
和
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.

9

旣
に
一
九
一
一
一

一

.

年
の
同
國
の
人 

ロ
ピ
ラ
ミ
ッ
ト

を
見
て
も

、

生
產
年
齡
階
級
の
外
國
人
が
著
し
く
多
い
こ
と
が
判 

る
。
而
も
同
卬
の
性
比
も
未

だ
男
：一
〇
〇
に
つ
き
女
1
0 ;
七
强
で
*
大
な
る
改

善 

は
認
め
ら
れ
な
い
。 

-

I

九
三
ニ
年
か
ら
ー
エ
八
年
ま
で
の
移
民
の
入
國
及
び
出
國
の
狀
態
は
上
表
の
如 

く
で
、
要
す
る
に
差
引
き
七
萬
五
千
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
外
に
ア
.

：：
75

’+

國
.

8
 

9
 

o
 

7
 

6

.

1

.

0
 

出

.0
4 

4 

f
i
* 

- 

4
- 

2 

2

國入園

69

75

71

41

68

年次

1932

1933

1934

1935

1936

1937 

1988

ル
ゼ
恥
ア
か
ら
の
人
國
殘
留
證
が
約
四
萬
あ
る
か
ら
、
合
計
す
れ
ば
十
一
萬
强
と
な
る
。

.

V.
.

こ
れ
ら
の
事
情
は
次
第
に
佛
關
西
人
口
の
性
比
の
.不
均
衡
を
矯
IE
し
’て
ゆ
く
で
あ
ら
う
が
、
併
し
國
家
活
動
の
中
心
た
る
べ
き
生
產

苹
齡
人
口
に
於
て
斯
く
外
國
の
.分
子
が
增
加
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
如
き
國
際
關
係
の
下
に
於
て
は
極
め
て
危
險
視
さ
れ
淑
ば
な
ら
ぬ
.■
 
°

歐
洲
の
こ
；

d

ら
女
子
超
過
國
は
大
都
會
で
.も
概
し
て
女
子
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
我
國
と
全
く
異
る
點
‘で
、
.例
べ
ば一

九
三
九
年
の

伯
林
で
は
與I

、

九
八
ニ
、
六
九
五
人
、
女
ニ
、
三
四
九
、
五
四
七
人
で
，
.女
の
超
過
實
に
H
十
六
萬
人
を
超
え
て
ゐ
る
。
.フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、

マ
グ
デ
ブ
ル
ク
、：

ハ
ノ
•

ウ
ァ

ー

、

ド
ル
ト
ム

ン
ド
、
ケ
ル
ン
、

デ

ェ
セ
ル
ド
ル
フ
、
エ
ッ
セ
ン
、

ミ
ユ
ン

へ
ン
、

*

ア
ー

ヘ
ン
、
ド
'レス
デ
ン
、
シ

JC
.
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
ブ
レ
ー
メ
ン

、
ウ
キ

1

ン
の
如
き
何
れ
^
亦
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
は
他
の
諸
國 

の
大
都
市
に
つ
い
て
も
大
體
當
賧
ま
る
。 

.

;

.

第

三

形

態

'

, 

■

次
に
璧
形
態
た
る
與
子
超
過
の
著
し
い
國
と
し
て
支
那
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
乍
併
、
旣
S

ベ
，た

通

り

、

人

口

性

比

.の
問

■
- 

-
 

.
 

.
 

-

題
は
正
確
な
人

口

統
計
を
前
提
と
し
て
の
み
沄
々
し
^.
る
も
の
で
、：
從
つ
て
現
在
の
支
那
人
口
統
計
が
果
し
て
幾
.許
の
信
用
を
置
き
得 

み
も
の
で
あ
.る
か
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ょ
0
て
以
下
簡
單
に
支
那
.に
於
け
る
人
：ロ
調
资
の
概
娈
を
述
べ
て
置
か
う
。
.V 
.

1

言
に
し
て
言
へ
ば
、
支
那
に
は
芷
確
な
人
ロ
銃
訃
は
無
>
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
發
表
さ
れ
て
.ゐ
る
支
诹
人
口
は
何
れ
も
瞹
味
極

ま
る
も
ウ
な
の
で
あ
る
。
ス
ー
マ
ン
•
シ
日
ウ
成
は
一
九
一
七
年Encyclopedia 

sB-
i
c
aの
う

ち

に

、
支
那
人
口
は
一
一
億
七
千
萬
.か
ら

.

.

.

. 

-

■

: 

-
 

.

.

.

.

.

. 

, ——

 

.

'
■
 

'

五
億
一
千
萬
ま
で
の
間
で
動
搖
し
て
ゐ
る
と
論
じ
、
.ま
たI

九
三
〇
年
與
京
で
開
催
さ
れ
た
國
際
統
計
會
議
の
席
上
で
、
ウ
冲
ル
コ
ッ 

一

人

口

性

比

め

一

一

一

形

態

'

■ /
■

)
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.



人
ロ
性
比
の
三
形
應 

' 

j

四

(

西
七
四)

,

■

.ク
ス
氏
は
三
億
四
千
一
ー
亩
萬
、
'支
那
代
表
諸
氏
は
四
億
四
千
五
百
萬
を
主
張
し
た
こ
と
は
吾
人
の
記
憶
に
新
た
な
と
こ
ろ
で
あ
る
0

國

■
 

.

.

. 

' 

■
.
 

-
 

.

勢
調
茶
行
は
れ
ず
、
V戶
籍
法
^
亦
不
備
を
極
め
る
と
す
れ
ば
、
支
那
.の
如
き
廣
大
な
領
土
に
關
す
る
人
口
推
針
が
如
何
に
困
難
な
る
か 

V

は
容
易
.に
想
像
し
#
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
；し
て
も
如
上
の
諸
數
字Q.

相
互
.の
懸

隔

は

餘

り

に

甚

だ

し

過

ぎ

，る
。

周

知

の

如
く
、

'

支
那
は
世
'#
に
於
て
音
早
く
人
ロ
調
査
の
行
は
れ
た
國
で
、
紀
元
前
ニ
千
年
、
即
ち
今
を
遡
る
四
千
年
，の
昔
、
禹
帝
.の
試
み
た
戶
ロ

•
 

'
 

'
 

■
 

•
 

.

調
茶
こ
そ
、
入
ロ
調
赍
に
關
し
て
人
類
の
有
す
る
最
古
の
記
錄
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
0
斯
か
る
榮
#
を
擔
ひ
な
が
ら
、
今
日
、

.. 

*
 

.

な
ほ
右
の
如
き
狀
態
を
脫
し
得
^
.い
と
い
ふ
事
實
は
*
國
家
の
不
統
1
國
情
の
混
亂
を
最
も
雄
辯
に
物
語
る
證
左
た
る
も
の
で
あ
る
0

: 

.

'

.

'

 

.

.

バ

，

_

日
I

f

旣

垂

.段
I

終
へ
、
今
|

|

|

設

塞

|

麗

さ

れ

ん

と

し
W

I

.
併
し
治
I

f

い
ひ
資
源
開
發

と
い
ひ
、
何
れ
も
芷
確
な
許
數
に
立
脚
す
べ
き
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
と
.こ
ろ
で
*
旣
に
資
源
に
關
し
て
は
續
々
調
丧
班
が
送
ら
れ
て 

, 

' 

.ゐ
る
。
併
し
人
口
は
物
的
資
.源
に
對
し
て
人
的
資
源
と
言
ふ
べ
含
も
の
で
、
こ
れ
が
調
赍
の
必
.要
な
る
は
物
的
資
源
の
そ
れ
と
毫
も
異 

ら
ぬ
-:
0
後
に
述
べ
る
ょ
ぅ
に
、
極
め
て
小
規
模
の
調
茶
な
ら
ば
’
旣
に
本
邦
人
め
手
に
成
る
も
の
と
あ
り
、
米
國
人
に
ょ
つ
て
は
可
成 

り
廣
汎
な
部
分
調
喪
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
併
し
正
確
な
人
口
靜
態
及
び
動
態
は
國
勢
調
赍
及
び
戶
籍
紙
に
ょ
つ
て
の
み
求
め
ら
れ
る
も 

の
で
あ
る
か
ら
、
吾
人
が
安
じ
て
信
賴
し
得
.石
計
數
に
接
す
る
の
は
*
恐
6>
'
く

新

政

府

が

確

立

し

て

か

ら

尙

ほ

可

成

り

の

月

日

を

經

過

ノ 

i

し
て
か
ら
で
あ
ら
ぅ
。
且
つ
こ
の
場
合
、
我
國
が
豐
富
な
經
驗
を
傾
け
て
穡
極
的
援
助
.を
與
へ
る
こ
と
は
絕
對
に
必
要
で
あ
る
®

.
 

•
 

•

往
時
の
戶
ロ
調
齊
枕
何
れ
の
國
に
於
て
も
主
と
し
て
髁
税
及
び
徵
兵
の
目
的
か
ら
行
は
れ
、
從
つ
て
こ
れ
と
無
關
係
の
小
兒
又
は
女

子
等
は
調
裔
か
ら
例
外
さ
れ
る
の
が
敗
例
で
.あ
つ
た
。
故
に
戶
口
調
赉
と
は
い
ひ
な
が
ら
、
.
3興
の
人
ロ
調
齑
と
は
.
認
め
雏
ぃ
も
の
&?
多

-

.

■

-

.
'
 

-

'
: 

.

.

■

.

.

一
 

. 
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.
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_

_
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_
_
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_
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_
_
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l
l
m

か
つ
た
。
半
ば
傅
說
的
な
禹
の
時
代
0
.

計
數
千
三
百
艽
.
十
萬
人
は
素
ょ
り
、
康
嬲
五
十
年(

1

七
ー
一
年)

の
ニ
千
四
百
六
十
.二
萬
人
の 

妞
き
、
■

し
も
芷
確
な
人
ロ
數
と
は
考
へ
仅
い
で
あ
ら
ぅ
o
'
.こ
の
異
常
に
®
い
數
字
は
明
か
に
人
民
及
び
地
方
官
が
租
税
の
增
大
を
惧 

れ
て
申
告
を
嫌
避
し
た
か
ら
で
.
、
康
驄
帝
自
ら
:.
-
|報
吿
さ
れ
た
丁(

十
六
歲
か
ら
六
十
歲
ま
で
の
，劭
子)

の
數
は
庶
き
に
失
す
。
余
自
ら 

聞
知
せ
る
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
五
人
乃
至
六
人
の
：丁
を
有
ず
る
家
族
す
ら
納
稅
者
は
僅
咖
ー
人
に
過
ぎ
ぬ
。
：

.

余
の
眞
意
は
}

<

確
な
る

丁
數
を
知
る
こ
と
に
し
て
、
祖
稅
を
高
め
る
こ
と
で
は
な
い
1.

と
言
ひ
、
こ
れ
が
爲
に
爾
後
の
税
額
は
丁
數
と
無
關
係
な
ら
し
む
る
制

. 

.

'

. 

.
 

*
 

-
 

-.
 

. 

.、
 

. 

，

.

.

度を設
けた。

，

,

.

併
し
人
口
調
茶
が
面
目
を
一
.

新
し
た
の
は
：所
亂
保
甲
制
度
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
で
あ
る
。保
甲
制
度
と
は
戶
ロ
十
を
以
て
排
と
な
し
、

-
- 

:
 

.

.排
十
を
以
て
甲
ど
な
し
、
甲
十
を
.
以
て
保
と
な
す
こ
と
で
、
：：起
源
は
遠
く十

；！

世
紀
の
王
安
*石
時
代
に
發
す
る
が
、
こ
れ
を
普
及
せ
し 

め
た
の
は
淸
の
高
宗
で
あ
る
。
こ
め
制
度
は
近
隣
保
全
を
目
的
'
と
す
る
も
^

で》

從
.
つ
て
微
稅
の
目
的
か
ら
設
置
し
た
舊
來
の
M

坊
f

 

制
度
と
は
著
し
く
異
る
。
保
甲
制
度
に
ょ
つ
て
丁
以
外
の
人
ロ
も
報
吿
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
乾
隆
六
年(

.一

七
四
一
ハ
ヰ

〕

に

は

一

億

四 

千
三
百
萬
人
と
匁
つ
た
。
そ
し
て
五
十
^

後
の
乾
隆
五
十
五
年
に
は
一
躍
し
て
三
億
ん
、
更
に
五
十
年
後
の
道
光
二
十
五
年(

一

八
四 

五
.年)

に
は
四
億1
1

千
百
三
十
四
萬
人
、
ニ
十
世
紀
初
頭
の
光
緖
ニ
十
八
年
に
は
四
億
三
千
九
百
九
十
四
萬
人
と
報
吿
さ
れ
る
に
至
つ 

た
の
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
ら
數
字
は
、.
往
時
の
そ
れ
と
，は
反
對
に
、
多
分
の
虛
數
を
含
む
と
信
ぜ
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
故
意

に
人
口
の
大
t

誇
示
せ
ん
と
す
る
風
が
現
は
れ
た
か
ら
で
、
果
し
て
概
數
と
し
で
の
'
慣
値
を
有
す
る
か
否
か
も
著
し
く
疑
問
な
の
で
あ
.

• 

•
•
• 

+ 

.
•
' 

. 

- 

-

-る
。■
;

 

. 

:

.

,
 

-

.人
ロ
性
埤
の
三
形
態
:

.

1
‘
五
.‘

.(

四
七
五)
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V
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A

l

l

'

 

^

.

.

 

^

 

:

,

.

' '
,
1
六

：
.
.
(

四
七
六)

：

今
世
紀
に
人
っ.で
か
ら
支
_

政
府
も
真
劍
に
人
ロ
、調
丧
に
乘
出
し.た
0
‘今
日
ま
.で
に
行
は
れ
た
も
の
は
三
つ
で
、
第

一

は
宣
統
元
年

.

. 

• 

• 

.

.

.

.

. 

,
 

.

ょ
り
翌
年(

1

九
〇
九
丨
ー
〇)

に
1:

る
猜
政
府
民
政
部
の
戶
ロ
調
赉
で
あ
り
、
第
1
ー
は
北
束
政
府
內
務
部
發
表
の
民
國
ー
兀
年
以
後
の
內

\ 

> 

■ 

.

. 

, 

.

.

.

.

.

.

務
統
奸
で
.あ
り
、
：第
三
は
國
民
政
府
內
政
部
發
表
ぬ
民
國
十
七
年
各
昝
市
戶
ロ
統
計

.で
あ
る
。.
そ
の
他
に
民
國
十
年
支
那
郵
務
管
：理
局

.

.

.

.

. 

.
 

•
 

-
 

-
 

,

の
發
表
し
た
も
の
な
ぞ
が
あ
る
が
、
主
た
る
も
の
は
上
記
の
三
.つ
で
あ
る
。
 

V

.
 

.
 

-

.

.第
一
の
宣
銃
治
下
の
戸
口
調
森
は
光
緖
三
十
四
年
ハf

九
〇
八)

0
民
政
部
0'
計
晝
を
實
施
し
た
も
の
で
*
戶
數
と
人
ロ
と
を
別
々
に 

調
夜
す
る
豫
定
で
あ
っ
.た
が
、
；戶
數
の
み
調
^
さ
れ
る
ぅ
ち
に
淸
朝
は
亡
び
て
入
ロ
調
丧
は
不
可
能
に
終
っ
た
。
戶
數
は
宣
銃
元
年
か 

ら
翌
年
十
月
ま
で
に
つ
い
て
各
國
に
調
赉
を
命
じ
、
そ
の
繁
は
宣

§

一
年
七
^
:及
び
三
年
七
月
の
ニ
囘
に
亙
つ
て
發
表
さ
れ
た
。
併 

七
人
口
に
っ
い
て
も
、
代
表
的
地
方
の
平
均
家
族
數
が
調
崙
さ
れ
.た
爲
め
、
推
定
人
口
は
算
出
し
得
た
の
で
あ
っ
て
*
所

謂「

修
芷
段 

國
元
年
內
務
部4

謹
宣
統
年
間
民
政
部
調
赍
戶
ロ
統
計」
.こ
れ
'で
あ
る
。
'こ
の
統
計
は
全
國
即
ち
本
部
十
八
省
、
東
三
省
、
熱
察
敍(

熱

, 

•ノ.
 

.
 

.
 

.

.

河
、
察
哈
爾
、
絞
遠
，
川
滇
邊
務
所
愿
，
青
海
、

.
外
蒙
古
、
額
魯
特
蒙
古
、
西
藏

)

の
戶
數
、
男
女
別
人
ロ
、
每
戶
平
均
人
數
、
性
比
例

等
に
苴
る
も
，の
で
、
全
國
總
訐
で
は
戶
數
七

 

ー.
、
ニ
六
八
、
穴
五|
、
翌
ー
0

ニ
、0

三
八
、
八
六
六
、
女‘
一
六
六
、|
〇
七
、
六
五
四
、.
男

•
 
-
 

>
 

. 

•
 

•
 

.

女
合
計
三
六
八
、1

.

四5

ハ
•
五
ニ
〇
*
每
戶
平
均
五
ニ
七
入
ぐ
女
一
〇
〇
に
っ
き
男
|
ニ
、7

六
，で..あ
'る
。

•: 

第
ニ
の
民
國
宂
年
の
.內
務
部
戶
：ロ
統
許
は(

一.

を
戸
®:
、
ハ
ー
一)

現
住
人
ロ
、
及
び
そ
の
性
別
•每
齡
別
、(

三)

職
業
、(

因)

婚
姻
關 

係
、(

五)

改
籍
及
び
復
姓
• G

O

出
生
及
び
死
亡
、(

七〕

死
亡
の
年
齡
と
死
因
、
：

(

八
}

居̂
外
國
人
の
地
方
別
•
職
業
別
及
び
性
別
の 

八
項
目
に
苴
る
廣
汎
な
調
丧
で
：あ
る
が
、中
國
經
濟
年
鑑
す
.ら「

其
中
有
'一
部
份
資
料
幾
無
硏
究
之
價
値j

と
斷
ず
る
有
様
で
あ
る
。
C

I
1 ;1 ,

I
|l ：.

I ：

I

の

銃

計

に

よ

れ

ば

金

國

の

戶

數

六

六

、
，
！
七

一

、
七

ニ

六

、

男

 
一^

1

一I 、

七
-:
四
、
六
四
五
、
女

*—
*
六
1
>
0〇
四
、
九
六
〇
、
男
女
合
計
三

五
五
、
七
：
ー
内
六
〇
五
、
.每
戶
平
均
人
數
五
丄
ニ
八
、
女1

o
〇

に

っ

き

男

一

一

九
^
ハ
と
な
る
。
即
ち
前
記
の
宣
統
年
間
の
數
字
に
比

.

.

 

- 

* 

• 

,

し
戶
數
で
五
苗
萬
餘
.、
總
人
口
.で
千

三

百

萬

，弱

を

減

じ

て

ゐ

る

。
低

し

こ

れ

に

は

廣

東

、
、
廣

西

、

察

哈

爾

、

川

邊

特

別

區

、

外

蒙

*
靑

-
 

. 

•
 
-
 

i.

• 

'
 
.

.
 

-
 

...
 

.
 

.

.
 

.
 

.

海
、
西
藏
の
.報
告
が
来
着
の
た
め
收
錄
さ
れ
て
居
ら
ぬ
こ
と
を
法
意
せ
ね
.ば
な
ら
ぬ
。

.

.

'

.
 

'

‘

第
三
'の
艮
國
十
七
苹
各
省
市
戶
ロ
統
計
は
支
赋
に
於
け
る
最
も
新
ら
し
い
官
廳
人
ロ
統
訏
で
あ
る
々
中
華
民
國
成
立
以
來
、
國
內
各

.
 

•
 

.

.
.

.

 

.

地
に
部
分
的
人
ロ
_
森
は
屢
'々

行

は

れ

た

が

、

政

府

は

戶

，ロ

編

嵛

條

例

を

.頒
定
し
新
た
に
全
國
人
ロ
/<
?
>實
情
を
求
め
ん
と
し
.た
。
.
.
民

國 

••

十
七
年
と
い
べ
ぱ
昭
和
三
年
に
當
り
、
國
民
政
府
は
旣
に
確
固
た
る
地
步
を
占
め
，て
ゐ
た
と
き
で
あ
る
が
、
右
の
人
ロ
_調
^
令
は
充
分 

に

行

は

れ

ず

、
，例
’へ
，
ば

山

束

全®
ハ
十
四
縣
の
ぅ
ち
報
告
を
提
出
9
,た
も

の

は

：僅

か

：に

六

十

四

縣

に

過

ぎ

ず

、
福

建

全

省

で

.
は

六

十

四

A

:■
.
 

...
 

*
 

•
 
-
 
>•
 

'
 
-•
 

•
 

•
•
-
1

縣
ニ
市
の
ぅ
ち
四
十
七
縣
二
市
f
c過
ぎ
な
.か
つ
た
。

Mも

部
^
的
に
も

申
告
の
お
.つ
た
の
は
.良
い

方

で

‘

全

く

こ

れ

を

怠

っ

た

も

の

す 

ら

尠

く

な

い

。
，
斯

か

る

缺

如

分

に

.つ
い
て
は
旣
存
の
資
紙
か
ら
み
摧
定
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
.っ
た
。
.
そ

の

結

果

は

全

-國

の

戶

數

は 

八
.一
ニ
、<
六
五
、
九
0〗

、
與
ニ
四
三
、六
四
五
*四
六
六
ノ
女
|
九
八
、
.ニ
'0
三
、
六
八
ニ
、
男
女
合
計
四
四
一
、
八
四
九
'I

四
八
、
每

.
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'戶
平

均

人

數

五•ニ
七
’
女

1
0〇

に

っ

き

男1
ニ

ニ

，

九

で

ぁ

る

。
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■
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•
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ノ

以
上
に
よ
.っ
セ
支
那
人
ロ
に
關
す
る
官
廳
統
針
な
る
も
6
狀
如
何
に
粗
雜
な
も
の
で
.あ
.る
か
は
明
か
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
支
那
人
口
.の

.

• 

• 

• 
■

 

. 

:
v 
。

.
 

■
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' 

\

 

.

.

. 

.

. .
-
ぐ 

.

絕
對
數
に
っ
ぃ
'て
は
素
.よ
り
、
；延
い
‘て
男
女
の
割
合
、
職
業
！！
成
そ
の
他
に
'っ
い
.て
も
確
た
名
言
は
爲
し
得
な
い
の
で
あ
る
o
言
ふ
迄
，
 

も
な
く 

1國
人

ロ

の

絕

對

數

は

國

勢

調

丧

な

る

悉

皆

調

茶

，に

依

る

以

外

に

、は

之

を

陳

め

る

術

は

な

.い
。
：
併

し

權

成

狀

態

に

關

す

る

^
り
.

•

人 a
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^

^

^

■

货
に

.

よ
.

っ
.

て
#

.々

推
ず

.

&

ど
が
で
き.

る
.
0
>

^ -

ロ
0

性
此
は
素
よ.

0

人
.

ロ
'

#

成

上
(/
0

'

.間
題
で

.

ぁ
^

ヵ

ら

部

分

調̂

の
結
果
を
，

r

.

;
- -
■
-
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.パ

■ 

■ 

• 
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.■ 

V
.
.
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.
■
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'
ハ

:

:

醬

す
-る
ー
こ.と
は
で
き
な
い
：の
で'あ
る
。( 

:
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:
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.
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こ
'

の
方
R

<D
'

努
力
は
吏
那
人
自
身
よ
り
'̂

寧
ろ
外
國
人
に
'
よ
る
も
の
：.が
多
い
の
で
ぁ
っ
て
、
そ

.0

最
も
大
規
模
な
も
の
は
、
ミ
ル
バ
：

-

ン
ク
記
含̂

金
に
よ
る
ノ
i

K

シ
ふ
グ
ィ
ン̂
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ハ
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ク
麵
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-
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九
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九

で.あ

る
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：

一

般

に

農

村

に

於

て

は

女

子

は

比
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:

的
に
多
か
る
S

零

あ

る
t

、
i

比
率
は
菩
異
常
|

子
超
過
S
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上

支

那

に

於

け

る

義

父

ロI

擧
げ
た
か
ら
i

上
記
の
主
つ
'
.の
人
ロ
調
淹
.に
ょ
れ
ば
、
女.
ー
〇
〇
に
つ.き
與
は
略

1々
ニ
1

0
、
即
ち
約
ニ
割
の
男
子
超
過
で
夺 

極
め
.て
類
似
し
て
ゐ
る
こ
と
か̂
、
或
ひ
は
.こ
れ
を
以
て
眞
の.性
此
と
認
办
る
人
も
ぁ
る
か
も
細
れ
な
い
が
、
併
し
斯
か
る
高
舉
の
與
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子
超
過
は
到
底
そ
の
ま\
に
信
用
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。̂
,ら
く
支
那
人
ロ..調
衡
に
於
て
.は
女
子
申
吿
の
脫
漏
が
異
常
に
多
い
の
で 

は
な
.い
か
^

考
ベ
.ら
れ
る
o

.こ
れ
は 

ー
»

は
昔
か
6

の
調
杳
法
.の
精
神
が
殘
存
し..て
ゐ
.て
、
.
' 坐
塵
年
齡
與
子
以
外
は
一
般
に
閑
钾
さ
れ

て
ゐ
る
た
め
で
は
な
.い
か
と
思
は
れ
る
o

こ
れ
は
年
齡
別
人
.ロ
に
於
て
例
べ
ば
滿
十
六
歲
未
滿
者
が
僅
か
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冬
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ら
も
推
定
で
き
ょ
ぅ0
.我
國
內
地
人
ロ
で
は
右
钜
齡
階
級
は
略
々
：四
0

多
に
達
し
で
：ゐ
る
の
で
ぁ
る
0
こ
の
こ
と
は
若
人
隙
級
に
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て
も
亦
同
機
で
ぁ
る
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併
し
同
時
に
斯
か
る
脆
齡
は
萏
だ
-1

>.い
女
卑
^
風
習
か
.ら
も
起
ダ
で
ぁ
ら
ぅ
。
女
を
人
並
に
扱
は
な
い
と
こ
ろ
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で
は
、
"そ
の

申

吿

を

寓

る

こ

と

は

避

け

、難

い

の

，で

^
る
.。
.中

國

年
.«
に

贫

で̂-
.
有

重

與

輕

女

之

陋

俗

、

對

於

女

孩

往

往

忽

略

不

提

。
.
。
如 

甘

蓄

有

三

男1
:
1
女
、
有
人
問
其
有
幾
仕
小
孩
、
'僅
答m

男

而

己

、
、
對

女

孩

則

不

提

見

。

'又
年
已
及
猝
之
未
婚
閨
女
、
尤
秘
不
肯
告
人」

'

,
i。
こ
れ
と
.關
聯
ぁ
る
第
ニ
の
誤
_
は
童
蘑
媳
及
び
作
妾
0
風

習

に

基

く

も

：の

で

，

〗

.：名
儀
上
の
幼
5
嫁
や
乃
至
は
妾
は
他
人
に
秘
す
る 

!'

.
:傾
省
の
ぁ
る
こ
.と
は
想
像
.で
き
.る
.こ
^
で
ぁ
る
0
,舭
上
.の
弊
風
.は
近
時
支
那
に
於
文
も
：識
者
の
非
難
の
.的
と
な
り
、':事
實
著
し
ぐ
矯
圯 

,.

さ4

來
つ
た
と
言
は
れ
る
'が
，
そ
れ
だ
け
當
事
#
は
し
れ
^
他
に
廣
吿
し
た
が
ら
從
こ
と
に
な
る
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な
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。
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と
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は
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所
に
於
て
申
告
さ
れ
老
と
が'少
:<

な
い
の
.で
ぁ
.る
-°

加
_
^
^
^
^

,の
箭
入
は
主
と
七
て
調
森
員
の
仕
事
と
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
0
'然
る
'に
こ
'れ
ら
調
赉
員
自
身
.の
訓
練
が
極
め
て
不
足
で
、
不
審
の
事
芻
. 

.
に
つ
い
；て
^
疑
問
.を
起
さ
な
.い
場
合
が
多
.い
，
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へ
併
し
如
3

調
签
上
の
不
備
か
ら
來
る
性
比
令

均
衡
.
の

教

、
；
更

：に

支

那

に

は

現

實

に

か

、

る
現 

.

的
事
情
の
？

る

こ

と

を雲

し

：得
5

。
：
.そ

れ

はI

女

卑Q

結

果

と

し

て.、
第」

に

は

女

予

死

亡

率

の

高
.い
こ

と

ノ

第̂
^
^
^

‘

，^

殺
害
の
省
ん
：
f

と
で
ぁ
：.る
。
：：何
故
支̂

^

，■ゐ

る

パ

中

國

為

太

貧

。
：
生

産

多

利

用

男

子

產

ヵ

而

甚

少

利

用

資

本

。
，
右

中

國

社

會

之

中

，

女

子

復

缺

置

濟
機
會.

不

易

蠢

生 

.
活
力
.故
男
孩
在
經
濟
方
面
、
'
,視
爲
將
來
一
秫
翥
、
女
孩
在
經
濟
は
面
’
視
爲
將
來一

種
負
檐
。
結
果
造
成
重
凝
女
風
。」

飢
饉
に
際 

し

て

蒸

1
層
儀
女
兒
を
賣
却
す

|

と
は
屢
々
傳
.へ
ち
れ
る
が
、
同
時
に
.殺
:̂

%
亦
極
^
 ̂

こ
の 

間
題
に
つ
い
て
は
ボ
榮
久
氏
の「

支
那
民
間
の
.
I

n

l

lにつ
い
て
卜(

蓋

經

濟

硏

究> 

第
十
三
卷
第一

號
}
の
如
き
優
れ
た
硏 

究
が
1

0
管

り

I

に
於
け
る
殺
兒
は
I

I

い

れ

る

：が
、
最

I
く
が「

溺
女」

と
稱
す

る

裔

^

.種
々.

Q

文
献
辰
し
i

力

く
1

:

い
。
，西
山
氏
は
右
,

昼

て

彥

综

け

.る
殺
兒
S

原
因
を
列
記
し 

及
し
て
次
の
如
く
論
じ
て
居
ら
れ
る「

.

.

.

.
上

來

列

擧

し

た

所

は

、
大

體

に

於

，て

與

女

兒

に

共

通

せ

る

原

因

で

ぁ

ん

が

、
.
支

那

で

は

特

に 

女
兒
を
眷
す
る
こ
と
が
將
來
'一
象
の
爲
め
に
不
利
益
な
I

し
て
之
を
殺
す
f

.
が
f

多
く
、
恐
ら
く
豪
に
於
け
る
殺
兒
の
大 

多
數
は
女
兒
殺
し
即
S

女
に
屬
す
る
で
あ
I

。.
こ
れ
に
關
し
て
替
靑
繫
に
擧
げ

た

告
示
に「

近
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、
大
江
以
1
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豐
厚
ポ
因
多
女
而
廣

o
/產
■

子

，
，
多

致

敗

家

？

誕

育

孝

女

、
亦

^

は

ざ

票

う
®

し

，

同
書
の
同
じ
'く

業

の

.部
に

は

，
趣

永

福

.の

讀

;と
は
淅
江
省
の
嚴
#)

と
い
ひ
»
以
て
溺
女
の
惡
習
が
必
ず
.し
も
貧
富
に
拘
ら
ず
、

|
律
之
を
行
ふ
こ
と
集
し
て
居
る
0
ン
.
：
：
：

, 

赁

は

復

之

に
.

一
言
を
附
加
す
る
の
必
要
な
f

思
ふ
も
の
で
|

0

即
ち
女
子
の
支
那
家
族
制
あ
上
に
於
け
る
地
位
と
溺
女
^
の 

關
係
こ
れ
で
ぁ
る
.。
惟
ふ
に
女
子
は
、支
都
に
於
て
は
杏
代
に
.
は
興
が
家
庭
に
於
け
る
位
置
-
或
ひ
は
相
當
に
高
か

つ

た

で
ぁ
ら
う
が

、 

.

乍
併
現
代
に
於
て
は
、
決
し
て
與
子
に
比
し
て
高
い
も
の
で
は
な
.
い
0

.

.

:

.要
す
冬
に
女
子
に
.
は
、
相
續
權
が
龙
く
、
も
し
嫁
せ
ず
し 

,

ノ
：

て坐家に居れば、
ー生涯厄介者

.
た
ら
ざ
る
.を
得
ず
、
,'
'
'死
し
て
も
其
の
位
牌
を
置
く
べ
き
位
置
が
な
い
：-0.
蒐
子
は
之
に
反
し
て
、
赶 

ぐ

;

先
の
祭
祀
を
奉
承
す
べ
き
も
？

ぁ
.
つ■
て
、
祖
先
崇
拜
の：

盛
^

.

.を
得
ざ
る
こ
ん
篇
す
る
。
か
i

て
女
子
は
，
大
體
人
に
奮
せ
し
む

.べ
き
I

に

極

つ

て

居

つ

：
て
、

我

筒

の
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へ
之
に
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續
せ
し
む
る
ぶ
き
こ
と
が
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般
に
行
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い
か
ら
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殺
兒
以
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の
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死
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率
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亦
自
ら
高
か
ら
-ざ
る

を

得

な

い
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勿
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前
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中
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次
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文
が
ぁ
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中
國
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輕
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養
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醫
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等
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比
女
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爲
優
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此
女
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死
亡
率
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高
o

'
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ザ
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、
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ソ
か
く
て
吏
：那
人
.ロ
に
於6
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る
異
常
故
男H

-
©

過

は

，

一
部
分
は
_
杳

上

：0

1
か
ら
、
'
.

i

部
分
は
女
子
の
高
死
亡
率
か
ら
說
明
し
得 

る
が
、
I

こ

れ

以

外

に

事

實

男

兒

堂

が

特

|

い
の
.

I
 

こ
れ
は
I

北
京
等
の 

病
院
に
於
け
る
出
生
性
此
、
又
は
大
學
生
の
家
庭
に
於
げ
る
出
生
性
比
の
報
告
が
、
'何
れ
も
女
ー
〇
〇
に
っ
き
男1

1 .〇

乃

至

一一

七

の
高
|

亦
し
て
ゐ
る
か
ら
2

っ
1

'

我
®

は
じ
め
他
の
醫
の
.

5

揭

N
o
l
e
i
n

氏
の
調
茶
で
も
出
生
性
.it
は
.牝
支

で

：
ー

〇

〇

對

「

ー
一
ー
全
 

一

三

、

平
：
均

一

〇-o
對

一I
T
T

七 

と
な
つ
て
ゐ
る
0
こ
れ
ら
0
部
分
_
莶
に
は
誤
謬
は
此
較
的
に
少
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
，一
般
に
支
那
人
ロ
に
あ
つ
て
は
特 

に

與
子
，
の

出

生

を

促

す

何

等

か

の

.原
因

が

あ

る

の

：
で

あ

ら

ぅ

。

..私
は
曾
て
本
誌
に
於
て
フ
ラ
ン
ス
人
ロ
の
問
題
を
論
じ
、
附
論
.と
し
て
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^
氏
の
所
說
を
紹
介
し
た
こ
.と
が
あ
る
0
;氏
は
父
と
な
る
男
子
の
健
康
低
下
を
玖
て
：與
兒
出
生
を
多
か
ら
し
め
る
原
因
と
.考
へ

• 

.. 

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

た
の
で
あ
る
が
、，
私
は
そ
の
と
き
、
t

t

の
說
に
し
て
承
認
.さ
れ
.る
な
ら
ぱ
、
一
般
に
與
子
が
女
子
よ
り
も
健
康
に
惠
ま
れ
ざ
る
所 

に
於
て
は
、
.與
兒
出
坐
は
常
に
多
か
石
べ
く
-
:こ
れ
よ
り
延
い
て
、
.何
れ
0.
國
に
於
て
も
男
兒
出
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